
合併５０周年
　５０年前といま

ガス料金の値上げを点検
　～インタビュー～経営状況を聞く

協働のまちづくり
　　象潟　夢いきいき２１　マイタウン事業を実施
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３月１６日～４月１５日届け出分

平成１７年３月末現在

●広報に掲載を希望しない方は、届け出
　のとき住民係へお申し出ください。

須　田　真　矢　（長　　　岡）

半　田　百　合　（　　島　　）

菅　原　洋　輔　（は ま な す）

鈴　木　厚　子　（岩　手　県）

　関　　　満　　（松　ケ　丘）

大　高　亜津子　（武道島１区）

佐々木　夏　仁　（上　荒　屋）

佐　藤　かづえ　（仁 賀 保 町）

池　田　和　樹　（西 中 丿 沢）

中　川　香　織　（東　京　都）

伊　藤　慎　司　（　　島　　）

佐々木　友　美　（仁 賀 保 町）

三　船　知　之　（鳥の海２区）

渡　部　　綾　　（由利本荘市）

佐　藤　　学　　（石　名　坂）

柴　田　由紀子　（由利本荘市）
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広　大

明日香

　洋
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麻里亜

嘉　治

寛　子

〔

〔

〔

〔

〔

〔

〔

〔

こ　　　はる

ほく　　　と

ゆの 　　か

はる

ひろ　　　む

ふう　　　き

はる　　 あ

こ　　　はく

横　森　サチ子　（７３歳）鳥の海１区

荒　生　芳　雄　（６７歳）小砂川１区

佐　藤　フ　ミ　（８２歳）上 荒 屋

土　門　満　雄　（５０歳）荒 古 屋

齋　藤　一　成　（５７歳）石 名 坂

長谷川　キ　ヨ　（９４歳）３３　　区

宇都宮　榮　藏　（７２歳）はまなす

藤　田　ふみこ　（８９歳）３１       区

須　田　正　勝　（５６歳）本  郷

村　上　保　男　（７２歳）砂     山

斎　藤　光　恵　（１１歳）横        岡

遠　藤　嘉　彦　（７９歳）小  滝

渡　部　喜四郎　（８９歳）大 砂 川

池　田　喜代治　（８０歳）大 砂 川

　１日・伊藤医院（☎４３―４１７１）
　３日・すずらん診療所（☎６２―８０６５）

 　４日・神坂医院（☎３５―３１０８）
 　５日・さいとうクリニック（☎４３―３１０５）
 　８日・池田医院（☎４３―３１０６）
　１５日・象潟駅前皮フ科（☎４３―５２５２）
 ２２日・加藤医院（☎３５―２５４３）

 ２９日・金 病 院（☎４３―５５２２）

診察時間は午前９時～正午です。　　
　　　　　　　　　　―町医師会―
※変更の場合の問い合わせは、役場
　か消防署（☎３８－２３１０）へ

世帯数　　４，０６７　（－１４）〈－　１５〉
人　口　１２，８４７人（－７６）〈－１５５〉
　男　　　６，１５２人（－３６）〈－　８７〉
　女　　　６，６９５人（－４０）〈－　６８〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…　５２人（ ６８）    出生…　５人（２６）
転出…１１９人（１４５）    死亡…　１４人（　４４）
※（ ）は１月からの累計

○４３
○４３
○４３
○３３
○４３
○４３

・青空市（ＪＡ象潟町支店　１２時～）

・青空市（ＪＡ象潟町支店　１２時～）

・憲法記念日

・国民の休日

・こどもの日
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・通勤途中のクリ－ンアップデー

・ビン収集日（指定袋）

・ビン収集日（指定袋）

・固定資産税１期納期限

・燃えないごみ収集日（指定袋）

・町交通安全母の会総会
　（公民館　１３時３０分～）

・犬のしつけ方教室（町構造改善
　センター側駐車場　１０時～）

・ごみ収集休み

・ごみ収集休み

・カン収集日（ボックス）

・合併５０周年記念式典（象潟
　シーサイドホテル　１０時～）

・鶴泉荘休館日

・ねむの丘休館日

・ペットボトル収集日（指定袋）

・象潟中学校運動会

・ペットボトル収集日（指定袋）

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

（仁賀保町）

（仁賀保町）

今
月
の
主
な
記
事

平成１７年５月号…２０

　４月２９日、上郷小学校では運動会が行われ、児童らは元気
いっぱいにグラウンドを駆け回りました。１年生とその父兄
による綱引き合戦では、子どもたちの気合いが勝り、見事に
勝利をおさめました



３…平成１７年５月号 平成１７年５月号…２

象
潟
町
５０
年
間
の
歩
み

昭
和
３０
年

・
象
潟
町
と
上
浜
村
、
上
郷
村
が
合
併
し
て
「
象
潟
町
」
が
誕
生

昭
和
３１
年

・
国
道
７
号
小
砂
川
三
崎
山
開
通

昭
和
３２
年

・
後
田
に
役
場
庁
舎
を
新
築

・
母
親
学
級
、
父
親
学
級
、
婦
人
学
級
な
ど
各
種
学
級
が
で
き
る

昭
和
３３
年

・
三
崎
山
旧
街
道
（
史
跡
）、
川
袋
の
タ
ブ
の
群
落
（
天
然
記
念
物
）、

絹
本
着
色
「
象
潟
図
屏
風
」
一
双
（
絵
画
）
の
三
つ
が
秋
田
県
文

化
財
に
指
定
さ
れ
る

・
上
郷
温
水
路
完
成

昭
和
３４
年

・
東
京
電
気
化
学
工
業
象
潟
工
場
が
操
業
を
開
始

・
象
潟
中
学
校
、
上
郷
中
学
校
を
統
一
し
、
象
潟
中
学
校
を
新
設

昭
和
３５
年

・
小
砂
川
大
火
、
２５
棟
全
半
焼

昭
和
３６
年

・
秋
田
国
体
開
催
。
象
潟
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
会
場

昭
和
３８
年

・
鳥
海
国
定
公
園
が
誕
生

昭
和
３９
年

・
象
潟
ス
キ
ー
場
（
栗
山
）
開
設

昭
和
４０
年

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
共
同
調
理
場
）
が
完
成
し
、
完
全
給
食
実

施
昭
和
４１
年

・
象
潟
駅
舎
完
成

昭
和
４２
年

・
町
の
木
に
「
ね
む
の
木
」
を
選
定

昭
和
４４
年

・
松
田
製
線
象
潟
工
場
操
業
開
始

昭
和
４５
年

・
象
潟
町
公
民
館
竣
工

・
上
浜
小
学
校
校
舎
完
成

昭
和
４６
年

・
象
潟
中
学
校
の
体
育
館
東
側
に
武
道
館
が
完
成

・
象
潟
開
発
公
社
発
足

・
鳥
の
海
団
地
が
完
成
し
、
分
譲
を
開
始

昭
和
４７
年

・
秋
田
県
南
部
漁
業
協
同
組
合
発
足

・
秋
田
ビ
ッ
グ
ス
ト
ー
ン
工
業
（株）
象
潟
工
場
操
業
開
始

・
「
鳥
海
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
」
有
料
道
路
開
通

・
鉾
立
に
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
「
稲
倉
山
荘
」
が
完
成

昭
和
４８
年

・
上
浜
駅
・
小
砂
川
駅
が
無
人
駅
と
な
り
、
簡
易
業
務
を
委
託

・
上
浜
小
学
校
の
小
砂
川
・
関
分
校
を
廃
止
し
本
校
に
統
合

・
町
民
体
育
館
・
プ
ー
ル
が
完
成
。
日
独
交
歓
体
操
演
技
会
を
開
催

・
上
郷
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
が
完
成

昭
和
４９
年

・
鳥
海
山
が
１
５
３
年
ぶ
り
に
噴
煙
を
あ
げ
る

・
入
道
島
に
象
潟
警
察
署
庁
舎
完
成

・
（株）
マ
メ
ト
ラ
象
潟
工
場
が
操
業
開
始

昭
和
５０
年

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成

・
上
郷
小
学
校
新
校
舎
完
成

昭
和
５１
年

・
新
た
に
一
ノ
清
水
ス
キ
ー
場
を
開
設

・
上
浜
小
・
中
学
校
観
音
森
分
校
を
廃
止
し
本
校
に
統
合

昭
和
５２
年

・
新
し
い
上
郷
診
療
所
が
オ
ー
プ
ン

・
県
立
仁
賀
保
高
校
が
開
校

・
勤
労
者
憩
の
家
「
鶴
泉
荘
」
完
成

昭
和
５３
年

・
建
設
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
・
ね
む
の
木
」
完
成

・
大
須
郷
の
ウ
ミ
ウ
繁
殖
地
が
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る

・
公
営
住
宅
、
建
石
団
地
の
建
設
始
ま
る

昭
和
３０
年
３
月
３１
日
、
象
潟
町
、
上
浜
村
お
よ
び
上
郷
村
が
合
併
し
、
新

た
な
『
象
潟
町
』
が
誕
生
し
て
、
今
年
で
５０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
５０
年

の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
な
が
ら
、
変
ぼ
う
と
発
展
を

遂
げ
て
き
た
象
潟
町
で
す
が
、
現
在
も
ま
た
、
新
し
い
転
換
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

今
回
の
広
報
で
は
、
合
併
当
時
と
現
在
と
の
変
ぼ
う
を
中
心
に
象
潟
町
の

移
り
変
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。
（
昔
の
写
真
は
、
平
成
８
年
に
発
行
し
た

「
百
年
の
鼓
動
」
作
製
時
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
写

真
を
使
用
し
て
い
ま
す
）

昭和３０年に完成した長岡温水路。これまでの５０年間、

変わらぬ姿で、私たちに鳥海山の水を運びながら、長い歴

史を見守ってくれています。

昭和３０年に完成した長岡温水路。これまでの５０年間、

変わらぬ姿で、私たちに鳥海山の水を運びながら、長い歴

史を見守ってくれています。

県道象潟矢島線を四隅池方向から見た

上狐森。現在では、町営住宅は取り壊さ

れ、多くの個人住宅が建っています。

御
嶽
公
園
か
ら
見
た

象
潟
駅
方
向
。
現
在
の

中
学
校
の
位
置
に
は
上

島
製
鉄
所
の
煙
突
が
そ

び
え
立
っ
て
い
ま
し
た
。



５… 平成１７年５月号 平成１７年５月号…４

昭
和
５４
年

・
象
潟
中
学
校
上
浜
校
舎
を
廃
止
し
、
象
潟
中
学
校
に
統
合

・
中
島
台
自
然
休
養
林
に
「
憩
い
の
森
」
が
完
成

・
町
民
憩
の
家
「
つ
く
も
荘
」
が
完
成

昭
和
５５
年

・
御
嶽
公
園
東
側
に
一
般
廃
棄
物
処
理
場
が
完
成
し
使
用
開
始

・
小
滝
・
金
峰
神
社
の
祭
礼
、
６０
年
ぶ
り
の
御
開
帳

・
鳥
屋
森
団
地
の
宅
地
分
譲
開
始

昭
和
５６
年

・
仁
賀
保
地
区
衛
生
施
設
組
合
清
掃
セ
ン
タ
ー
が
完
成

昭
和
５８
年

・
小
砂
川
地
区
で
県
内
初
の
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
発
生

・
日
本
海
中
部
地
震
発
生
。
津
波
な
ど
に
よ
る
被
害
を
受
け
る

・
鳥
屋
森
に
町
民
運
動
広
場
（
野
球
場
）
完
成

昭
和
５９
年

・
帝
国
石
油
象
潟
支
所
廃
止

・
中
国
残
留
孤
児
と
な
っ
て
い
た
曲
敬
華
さ
ん
が
３９
年
ぶ
り
に
帰
郷

・
台
風
１０
号
と
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
約
５
２
０
　
の
水
田
で
倒
伏
被

害
発
生

昭
和
６０
年

・
合
併
３０
周
年
の
記
念
に
町
民
憲
章
、
町
の
花
（
ね
む
の
花
）
・
鳥

（
ウ
ミ
ウ
）
・
が
決
ま
る
。
町
民
歌
も
完
成

・
上
浜
地
区
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
が
完
成

・
郷
土
資
料
館
オ
ー
プ
ン

・
町
営
ス
キ
ー
場
、
一
ノ
清
水
上
部
に
開
設

昭
和
６１
年

・
鉾
立
に
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
６２
年

・
仁
賀
保
地
区
消
防
組
合
新
象
潟
分
署
業
務
開
始

・
象
潟
小
学
校
の
新
校
舎
・
体
育
館
が
完
成

・
「
新
日
本
観
光
地
百
選
」
に
鳥
海
山
が
選
ば
れ
る

・
宮
城
県
松
島
町
と
「
夫
婦
町
」
の
盟
約
を
締
結

昭
和
６３
年

・
象
潟
駅
前
公
園
内
に
世
界
一
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
切
手
碑
を
建
立

・
県
内
初
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
を
開
催

・
小
砂
川
バ
イ
パ
ス
が
開
通

・
町
の
文
化
財
に
「
鳥
海
山
小
滝
番
楽
」
「
水
岡
野
獅
子
舞
」
「
横

岡
サ
エ
の
神
行
事
」
「
大
森
サ
エ
の
神
行
事
」
を
指
定

平
成
元
年
（
昭
和
６４
年
）

・
首
都
圏
に
在
住
す
る
象
潟
町
出
身
者
が
「
象
潟
会
」
を
発
足
。
初

め
て
「
ふ
る
さ
と
象
潟
の
つ
ど
い
」
を
開
く

平
成
２
年

・
上
郷
農
協
と
上
浜
農
協
が
合
併
。
象
潟
町
農
協
と
し
て
ス
タ
ー
ト

・
屋
敷
田
地
区
に
町
民
野
球
場
「
九
十
九
島
球
場
」
オ
ー
プ
ン

・
象
潟
町
日
中
友
好
協
会
が
「
第
１
回
西
施
ま
つ
り
」
を
開
く

平
成
３
年

・
台
風
１９
号
の
暴
風
で
総
額
７
億
円
余
り
の
被
害

・
浅
草
の
富
士
公
園
で
初
め
て
の
大
物
産
展
を
開
く

平
成
４
年

・
新
・
秋
田
八
景
に
「
鳥
海
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
か
ら
見
た
日
本
海
・
自

然
」
と
「
蚶
満
寺
と
九
十
九
島
・
不
思
議
」
が
選
ば
れ
る

・
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
開
競
技
の
テ
コ
ン
ド
ー
に
、
鳥
の

海
２
区
出
身
の
今
野
美
穂
さ
ん
が
出
場

・
立
石
出
身
の
竹
内
昌
也
さ
ん
が
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
に
入
団
。
象
潟

町
初
の
プ
ロ
野
球
選
手
（
投
手
）
が
誕
生

平
成
５
年

・
鳥
海
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
３
合
目
付
近
に
霊
峰
公
園
オ
ー
プ
ン

・
県
の
ア
ワ
ビ
種
苗
生
産
施
設
完
成

・
小
滝
第
２
・
第
３
・
第
４
発
電
所
が
閉
所

・
東
京
台
東
区
馬
道
地
区
町
会
と
姉
妹
地
の
盟
約
を
締
結
す
る

平
成
６
年

・
浜
ノ
田
に
役
場
新
庁
舎
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
象
潟
町
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
業
務
開
始

・
Ｊ
Ａ
象
潟
町
と
Ｊ
Ａ
象
潟
が
合
併
。
新
象
潟
町
農
協
が
誕
生

・
象
潟
町
国
際
交
流
協
会
が
米
国
・
ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
に
象
潟
中
学

校
の
生
徒
１５
人
を
含
む
２０
人
の
訪
問
団
を
派
遣

・
小
滝
に
郷
土
文
化
保
存
伝
習
館
が
完
成

・
「
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
象
潟
海
洋
セ
ン
タ
ー（
温
水
プ
ー
ル
）」
オ
ー
プ
ン

新町商店街の十字路。以前は山海堂の場

所に両羽銀行があった。ほかにもパチンコ

店など現在とはかなりの相違がある。

昭和３０年ころに完成した白糸大橋。当

時は木製であったが、姿・形は現在とほぼ

同じ。

日
本
石
油
の
試
掘
に
始
ま
っ
た
上
浜
油

田
。
当
初
は
大
成
功
だ
っ
た
も
の
の
、
期

待
し
た
ほ
ど
の
事
業
進
展
が
な
く
、
昭
和

３６
年
に
開
発
を
終
了
。
そ
の
後
の
経
営
は

帝
国
石
油
、
秋
田
石
油
へ
と
変
わ
り
現
在

は
休
止
。

昭
和
３０
年
代
、
国
鉄
バ
ス
が
霊
峰
ま
で

運
行
を
開
始
。
現
在
は
鳥
海
ブ
ル
ー
ラ
イ

ン
と
し
て
山
形
県
・
吹
浦
間
を
結
ん
で
い

る
。今

年
は
、
４
月
２８
日
に
開
通
式
が
行
わ

れ
、
象
潟
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま

し
た
。

昭
和
３０
年
代
、
国
鉄
バ
ス
が
霊
峰
ま
で

運
行
を
開
始
。
現
在
は
鳥
海
ブ
ル
ー
ラ
イ

ン
と
し
て
山
形
県
・
吹
浦
間
を
結
ん
で
い

る
。今

年
は
、
４
月
２８
日
に
開
通
式
が
行
わ

れ
、
象
潟
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま

し
た
。

日
本
石
油
の
試
掘
に
始
ま
っ
た
上
浜
油

田
。
当
初
は
大
成
功
だ
っ
た
も
の
の
、
期

待
し
た
ほ
ど
の
事
業
進
展
が
な
く
、
昭
和

３６
年
に
開
発
を
終
了
。
そ
の
後
の
経
営
は

帝
国
石
油
、
秋
田
石
油
へ
と
変
わ
り
現
在

は
休
止
。

ヘ
　
ク

タ
ー
ル



７…平成１７年５月号 平成１７年５月号…６

平
成
７
年

・
Ｊ
Ｒ
バ
ス
が
撤
退
し
、
路
線
を
羽
後
交
通
バ
ス
が
代
替
運
行

・
遊
佐
町
と
「
非
常
災
害
時
等
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
」
を
結
ぶ

・
本
郷
地
区
東
側
の
奈
曽
川
流
域
に
河
川
公
園
が
オ
ー
プ
ン

平
成
８
年

・
象
潟
海
岸
が
日
本
の
渚
・
百
選
に
選
ば
れ
る

・
町
の
木
と
し
て
新
た
に
「
く
ろ
松
」
を
選
定

・
町
政
施
行
１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
開
催
。
米
国
・
ア
ナ
コ
ー
テ

ス
市
と
姉
妹
都
市
の
締
結

平
成
９
年

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
、
象
潟
か
ら
全
国
の
お
茶
の
間
に
オ
ン
エ
ア

・
夫
婦
町
締
結
１０
周
年
記
念
式
典
（
錫
婚
式
）
が
松
島
町
で
開
催

・
誘
致
企
業
（株）
ね
む
工
房
が
操
業
開
始

平
成
１０
年

・
上
浜
保
育
園
閉
所
式
、
３９
年
の
歴
史
に
幕

・
誘
致
企
業
（株）
ユ
ー
ジ
ー
エ
ー
（
現
（株）
秋
田
マ
シ
ナ
リ
ー
）
操
業
開

始
・
道
の
駅
象
潟
「
ね
む
の
丘
」
が
オ
ー
プ
ン

・
上
郷
診
療
所
が
閉
所

・
大
砂
川
地
区
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
蕉
風
苑
」
、
ケ
ア
ハ
ウ

ス
「
西
施
苑
」
が
開
所
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
も
併
設

・
「
上
郷
の
小
正
月
行
事
」
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

平
成
１１
年

・
本
町
沖
を
震
源
と
す
る
Ｍ
５
・
１
の
地
震
が
発
生
。
家
屋
な
ど
１

２
６
棟
、
水
道
管
の
破
裂
や
道
路
の
亀
裂
な
ど
被
害
を
受
け
る

・
ね
む
の
丘
が
建
設
省
の
「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」
を
受
賞

平
成
１２
年

・
象
潟
オ
リ
ジ
ナ
ル
清
酒
「
潟
の
松
風
」
発
売

・
中
島
台
の
奇
形
ブ
ナ
「
あ
が
り
こ
大
王
」
が
林
野
庁
の
森
の
巨
人

た
ち
百
選
に
選
ば
れ
る

・
象
潟
海
岸
が
日
本
の
夕
日
百
選
に
認
定
さ
れ
る

・
大
砂
川
に
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

平
成
１３
年

・
獅
子
ケ
鼻
湿
原
が
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
。
正
式
名
称
は
「
鳥

海
山
獅
子
ケ
鼻
湿
原
植
物
群
落
及
び
新
山
溶
岩
流
末
端
崖
と
湧
水

群
」

・
仁
賀
保
地
区
消
防
署
象
潟
分
署
が
廃
止
。一
本
部
一
署
体
制
ス
タ
ー

ト
・
町
立
小
滝
保
育
園
が
民
営
化

・
宮
城
県
松
島
町
と
災
害
協
定
を
調
印

平
成
１４
年

・
象
潟
町
史
の
通
史
編
（
上
）
を
発
刊
し
、
全
４
巻
が
完
成

・
仁
賀
保
町
・
金
浦
町
・
象
潟
町
合
併
協
議
会
ス
タ
ー
ト

・
読
売
新
聞
社
主
催
の
「
遊
歩
百
選
」
に
九
十
九
島
コ
ー
ス
が
選
定

・
中
国
・
諸
曁
市
と
友
好
都
市
提
携
書
を
調
印

平
成
１５
年

・
「
サ
ン
・
ね
む
の
木
」
民
間
委
託
に

・
「
三
陸
南
地
震
」
で
ガ
ス
の
供
給
が
停
止
。

・
誘
致
企
業
「
マ
ミ
ヤ
精
密
」
が
北
部
工
業
団
地
に
進
出

平
成
１６
年

・
「
小
滝
の
チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞
」
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定

・
台
風
１５
号
に
よ
る
塩
害
で
農
作
物
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
る

平
成
１７
年

・
仁
賀
保
町
・
金
浦
町
・
象
潟
町
合
併
協
定
書
調
印
式
が
行
わ
れ
る

地
域
が
子
育
て
し
て
い
た

幼
少
時
代

家
族
み
ん
な
が

健
康
に
過
ご
せ
た
５０
年

象
潟
町
が
上
浜
村
、
上
郷
村
と

一
つ
に
な
っ
た
昭
和
３０
年
、
当
然

私
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
当
時
の

こ
と
は
覚
え
て
い
な
い
の
で
す
が
、

子
ど
も
の
こ
ろ
は
大
家
族
だ
っ
た

な
あ
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

私
の
父
が
長
男
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
祖
父
母
、
私
の
両

親
、
父
の
兄
弟
、
私
た
ち
兄
弟
と

多
い
と
き
で
１５
人
も
の
人
数
で
食

卓
を
囲
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
同
級
生
も
多
く
て
、

私
が
生
ま
れ
た
小
砂
川
だ
け
で
も

３７
人
の
同
級
生
が
い
て
友
達
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。
私
が
通
っ
て

い
た
小
砂
川
分
校
は
３
年
生
の
と

き
に
上
浜
小
に
統
合
。
通
学
も
汽

車
に
な
り
、
定
期
券
を
大
事
に
抱

え
て
い
ま
し
た
ね
。

４
年
生
と
き
に
は
、
町
に
共
同

調
理
場
が
で
き
て
学
校
給
食
が
始

ま
り
ま
し
た
。
分
校
で
は
１
、
２

年
生
の
と
き
か
ら
す
で
に
実
施
さ

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
統
合
し
た

上
浜
小
で
は
ま
だ
で
し
た
。
今
み

た
い
に
い
ろ
ん
な
お
か
ず
が
あ
る

わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

当
時
の
私
に
と
っ
て
は
何
よ
り
も

楽
し
み
で
し
た
ね
。

私
の
小
さ
い
と
き
は
、
地
域
が

子
ど
も
を
育
て
て
い
た
と
い
う
実

感
が
あ
り
ま
す
。
家
族
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
親
戚
や
近
所
の
人
た

ち
に
も
可
愛
が
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
私
も
近
所
に
住
む

い
と
こ
を
お
ん
ぶ
し
た
り
し
な
が

ら
面
倒
を
見
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
私
も
大
人
に
な
り
、

そ
し
て
結
婚
し
、
二
人
の
子
ど
も

に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
今
は
よ
う

や
く
子
育
て
を
終
え
た
と
こ
ろ
で

す
。
家
事
・
育
児
に
全
力
投
球
し

て
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
少
し

ゆ
っ
く
り
と
夫
婦
の
時
間
を
持
て

た
ら
い
い
で
す
ね
。

齋
藤
享
子
さ
ん
（
水
岡
）

後
藤
　
キ
ヨ
ヱ
さ
ん
（
大
町
）

小
滝
か
ら
大
町
に
嫁
い
で
き
た

私
で
す
が
、
当
時
か
ら
こ
の
地
域

は
つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
の
で
、

合
併
し
て
特
に
変
わ
っ
た
と
い
う

実
感
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

自
分
と
し
て
は
山
育
ち
の
私
が

漁
師
の
家
に
嫁
い
で
き
た
戸
惑
い

が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
４
月
に

結
婚
を
し
、
５
月
の
お
祭
り
の
前

に
イ
ワ
シ
が
大
漁
で
賑
わ
っ
た
の

が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

網
か
ら
１
匹
１
匹
手
で
外
す
の
で

す
が
、
自
分
は
全
然
役
に
立
っ
て

い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

嫁
入
り
も
バ
ス
で
ハ
印
さ
ん
の

と
こ
ろ
ま
で
来
て
、
皆
さ
ん
に
歓

迎
さ
れ
な
が
ら
家
に
到
着
し
ま
し

た
。
今
の
よ
う
な
ホ
テ
ル
で
す
る

披
露
宴
も
な
く
て
、
日
替
わ
り
で

近
所
の
人
や
夫
の
友
達
な
ど
家
に

来
て
、
お
祝
し
て
く
れ
た
も
の
で

す
。水

道
は
ま
だ
通
っ
て
い
な
く
て
、

各
家
々
に
井
戸
が
あ
り
ま
し
た
。

近
所
で
水
道
が
通
っ
て
い
た
家
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
水
は
四
隅

池
か
ら
水
を
ひ
い
て
い
た
そ
う
で

す
。
ガ
ス
は
通
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
主
は
か
ま
ど
で
し
た
ね
。
松

の
葉
を
く
べ
て
ご
飯
を
炊
い
た
も

の
で
す
。

し
ゅ
う
と
め
が
早
く
に
亡
く
な

り
、
夫
は
北
洋
、
出
稼
ぎ
で
留
守

が
多
く
、
仕
事
を
し
な
が
ら
の
子

育
て
は
大
変
で
し
た
が
、
家
族
み

ん
な
大
き
な
病
気
も
せ
ず
無
事
に

５０
年
を
過
ご
せ
、
金
婚
式
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
の
喜
び
で

す
。

町
で
は
合
併
５０
周
年
を
記
念
し
て
「
合
併
５０
周
年
記
念
式
典
」
を

行
い
ま
す
。
式
典
で
は
、
こ
れ
ま
で
町
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表

彰
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
２１
日
（土）
　
午
前
１０
時
〜

場
所
　
象
潟
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

き
ょ
う
こ

▲昭和３０年８月３１日に
　生まれた齋藤さん

▲昭和３０年４月２１日に
　結婚された後藤さん

金婚式を迎えられた後藤清さんとキヨヱさん



―
基
本
的
な
こ
と
か
ら
伺
い
ま

す
が
、
「
公
営
企
業
」
と
は
ど
う

い
う
も
の
で
す
か
。

県
や
市
町
村
が
住
民
の
福
祉
の

向
上
や
地
域
振
興
を
目
指
し
て
経

営
し
て
い
る
企
業
で
す
。
公
営
企

業
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
を
充
当
す

る
の
で
は
な
く
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
か
ら
の
料
金
収
入
で
運
営
す
る

独
立
採
算
性
が
原
則
で
す
。
全
国

で
は
、
ガ
ス
水
道
事
業
の
ほ
か
に

地
下
鉄
、
バ
ス
、
病
院
事
業
等
が

あ
り
ま
す
。

―
ガ
ス
事
業
と
い
う
の
は
象
潟

だ
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
県
内
に
は
八
つ
の
ガ
ス

事
業
者
が
い
ま
す
。
公
営
で
は
男

鹿
市
、
由
利
本
荘
市
、
仁
賀
保
町
、

金
浦
町
、
そ
し
て
象
潟
町
の
五
つ

で
す
。

本
町
の
ガ
ス
事
業
は
昭
和
２９
年

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
全
国
の
町

村
で
は
一
番
最
初
で
す
。
秋
田
県

で
試
掘
し
た
ガ
ス
井
戸
を
町
が
無

償
で
譲
り
受
け
、
こ
れ
を
利
用
し

て
都
市
ガ
ス
を
供
給
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。

―
ガ
ス
事
業
の
エ
リ
ア
は
ど
こ

ま
で
の
範
囲
で
、
利
用
戸
数
は
ど

れ
ぐ
ら
い
で
す
か
。

ガ
ス
事
業
は
、
昭
和
２９
年
当
初

１
４
０
戸
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
約
２
　
９
０
０
戸
で
す
。

元
町
地
区
の
琴
和
喜
か
ら
上
浜
地

区
の
関
ま
で
が
供
給
区
域
と
な
っ

て
い
て
、
上
浜
地
区
の
大
部
分
と

上
郷
地
区
は
区
域
外
で
す
。
ガ
ス

の
導
管
を
敷
設
す
る
に
は
膨
大
な

金
額
が
か
か
り
ま
す
か
ら
、
あ
る

程
度
の
採
算
が
見
込
め
な
い
と
難

し
い
で
す
ね
。

―
３
月
の
広
報
お
知
ら
せ
版
に
、

料
金
改
定
を
検
討
し
て
い
る
こ
と

が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
、
合

併
を
目
前
に
し
て
料
金
改
定
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

今
回
の
料
金
改
定
の
話
は
合
併

以
前
か
ら
出
て
い
ま
し
た
。
公
営

の
企
業
会
計
は
少
し
複
雑
で
、
ガ

ス
の
製
造
・
販
売
に
係
る
も
の
と
、

導
管
の
入
替
え
工
事
等
に
係
る
も

の
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

平
成
１５
年
度
決
算
で
は
、
前
者

だ
け
を
み
る
と
わ
ず
か
で
す
が
、

黒
字
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
後
者
を
合
わ

せ
る
と
、
約
２
千
万
円
の
赤
字
に

な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
工
事
に
伴
う
老
朽

管
の
入
れ
替
え
等
の
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
安
全
な
ガ
ス
供
給

の
た
め
に
は
古
く
な
っ
た
導
管
の

入
れ
替
え
が
不
可
欠
で
す
。

ま
た
現
在
は
、
熱
量
変
更
事
業

等
を
借
金
し
て
行
っ
て
い
る
状
況

で
す
。
経
営
が
行
き
詰
ま
っ
て
、

借
金
が
返
せ
な
い
よ
う
に
な
る
と
、

そ
の
借
金
さ
え
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
ガ
ス
を
安
全
に
供
給

す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
今

の
料
金
で
は
限
界
に
き
て
い
ま
す
。

料
金
が
安
い
こ
と
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
の
で
す
が
、
長
年
の
料
金

据
え
置
き
が
企
業
経
営
の
悪
化
を

招
い
て
い
ま
す
。
現
状
の
赤
字
体

質
か
ら
の
脱
却
が
緊
急
課
題
と

な
っ
て
い
る
も
の
で
、
合
併
す
る

か
ら
料
金
を
改
定
す
る
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
新
し
い
料
金
体
系
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

現
在
、
象
潟
町
で
は
、
メ
ー

タ
ー
の
大
き
さ
に
応
じ
て
、
最
低

責
任
使
用
料
を
設
定
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
料
金
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
の
大
き
さ
は
、
そ
の
家

庭
で
使
用
し
て
い
る
ガ
ス
器
具
の

能
力
に
よ
り
ま
す
。

新
し
い
料
金
体
系
は
、
複
数
２

部
料
金
制
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

れ
は
、
基
本
料
金
を
設
定
し
、
原

価
を
料
金
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
の

で
き
る
料
金
体
系
で
す
。
ガ
ス
を

多
く
使
う
家
庭
の
方
が
、
基
本
料

金
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
１
立
方

　
当
た
り
の
単
価
は
安
く
な
り
ま

す
。
現
在
で
は
、
象
潟
町
以
外
の

す
べ
て
の
ガ
ス
事
業
者
が
こ
の
料

金
体
系
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

合
併
に
向
け
て
、
そ
の
前
に
料

金
体
系
を
統
一
し
て
お
き
た
い
と

い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
。

―
熱
量
変
更
事
業
と
は
ど
う
い

う
も
の
で
す
か
。

現
在
、
全
国
の
都
市
ガ
ス
は
１３

種
類
あ
り
、
本
町
の
ガ
ス
は
５
Ａ

Ｎ
と
い
う
種
類
で
４
　
６
０
０
　

　
で
す
。
当
然
、
ガ
ス
の
熱
量
が

違
う
と
、
使
う
ガ
ス
器
具
も
そ
れ

ぞ
れ
専
用
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

同
じ
都
市
ガ
ス
用
で
も
、
象
潟
で

使
え
た
器
具
を
引
っ
越
し
な
ど
で
、

ほ
か
の
地
域
に
持
っ
て
行
っ
て
も

使
え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
熱
量

変
更
事
業
は
、
こ
う
し
た
不
便
を

解
消
す
る
た
め
１３
Ａ
（
１
１
　
０

０
０
　
　
）
に
統
一
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

今
皆
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
器
具

は
、
部
品
を
取
り
替
え
る
こ
と
で

続
け
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
ガ
ス
水
道

事
業
所
の
負
担
で
行
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
平
成
８
年
か
ら
始

ま
っ
て
い
て
、
東
北
は
約
半
分
が

終
了
し
て
い
ま
す
。
本
町
は
１８
年

度
の
実
施
に
向
け
て
事
前
調
査
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
か
つ
て
象
潟
町
は
天
然
ガ
ス

が
豊
富
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

今
ガ
ス
資
源
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

象
潟
町
は
掘
れ
ば
ガ
ス
が
出
て

く
る
所
で
す
。
以
前
は
、
帝
国
石
油

が
ガ
ス
井
戸
を
掘
っ
て
、
し
ば
ら

く
操
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

産
出
量
の
減
少
や
経
営
の
悪
化
等

に
よ
り
平
成
４
年
に
撤
退
し
て
い

ま
す
。

現
在
で
は
、
由
利
原
か
ら
の
天

然
ガ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
仁

賀
保
、
金
浦
も
同
様
で
す
。
し
か

し
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

の
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
由
利
本

荘
・
仁
賀
保
間
の
工
事
が
始
ま
る

と
由
利
原
か
ら
の
輸
送
管
が
切
断

さ
れ
ま
す
。

―
由
利
原
か
ら
の
ガ
ス
が
供
給

で
き
な
く
な
る
と
、
象
潟
町
だ
け

で
な
く
、
こ
れ
か
ら
合
併
す
る
金

浦
町
、
仁
賀
保
町
も
同
じ
状
況
だ

と
思
う
の
で
す
が
。

　
象
潟
町
は
、
自
家
井
戸
の
ガ
ス

と
由
利
原
か
ら
の
ガ
ス
を
原
料
と

し
て
製
造
し
て
い
ま
す
。
高
速
道
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公
営
企
業
の
象
潟
町
ガ
ス
水
道
事
業
所
で
は
現
在
、
ガ
ス
料
金
の

値
上
げ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
合
併
を
目
前
に
し
て
、
な
ぜ
今
？
値

上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
会

長
の
佐
々
木
さ
ち
子
さ
ん
（
浜
畑
）
が
、
ガ
ス
水
道
事
業
所
を
訪
ね
、

須
田
登
美
雄
所
長
に
経
営
状
況
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

公
営
企
業
は

　
　
独
立
採
算
性

本
管
の
入
替
工
事
等
が

経
営
を
困
難
に
…

佐々木さち子さん（浜畑）

象潟町食生活改善推進協
議会会長として公共料金に
対しては強い関心を持って
います。

ガス水道事業所所長

　　須田　登美雄

（注）熱量の単位

　１ｋｃａｌ（　　）は、１気圧のもと

で純水１，０００ｇの温度をカ氏１４．５度

から１５．５度まで１度上げるのに必

要な熱量のこと。

１ｋｃａｌ＝４．１８６ジュール

新
製
造
所
を
建
設

キ
　ロ

カロ
リー

キ　
ロ

キ　
ロ

カ
ロ
リ
ー

カ
ロ
リ
ー

，

，

，

メ
ー
ト
ル

２，１５７万円

－８３万円 ４２９万円
５７万円 －６６７万円

－２，０４４万円－２，１９３万円－２，４１３万円

－５，３５３万円

－２，５５８万円

（万円）

３，０００�

２，０００�

１，０００�

０�

１，０００

２，０００

３，０００

４，０００

５，０００

６，０００

収益的収支…料金、人件費、維持管理など、
その期の収益に対応するもの

資本的収支…建設改良費、企業債など、その
効果が次期以降に及び、将来の収益に対応するもの

ガス事業会計の収支

平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度
（見込み）

※
収
益
的
収
支
は
、
県
へ
の
決
算
報
告
に

　
基
づ
き
、
消
費
税
抜
き
で
計
上



路
の
整
備
に
伴
っ
て
、
現
在
由
利

原
か
ら
天
然
ガ
ス
を
送
っ
て
い
る

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
設
備

を
移
動
す
る
と
な
る
と
か
な
り
の

費
用
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
費
用
の
補
償
が
見

込
め
な
い
状
況
に
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
検
討
し
た
結
果
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液

化
天
然
ガ
ス
）
を
車
両
運
搬
で
購

入
し
て
使
用
す
る
計
画
で
す
。

　
そ
し
て
、
新
し
い
製
造
所
を
金

浦
町
地
内
に
建
設
し
ま
す
。
３
町

共
同
で
製
造
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

供
給
し
ま
す
。

―
い
つ
か
ら
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の

料
金
に
な
る
計
画
で
す
か
。
ま
た
、

金
浦
、
仁
賀
保
と
の
料
金
の
調
整

は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

料
金
改
定
は
町
単
独
で
「
い
く

ら
に
す
る
」
と
簡
単
に
決
め
ら
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済

産
業
省
で
、
現
在
の
経
営
状
況
、

こ
れ
か
ら
の
経
営
計
画
を
踏
ま
え

て
算
定
し
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
値
段
で
な
け
れ

ば
や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
金
額

＝
現
在
の
試
算
で
は
平
均
１６
・
７９

％
の
値
上
げ
＝
で
申
請
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
経
済
産

業
省
で
は
、
夫
婦
と
子
ど
も
２
人

の
標
準
世
帯
の
平
均
使
用
量
か
ら

算
定
す
る
た
め
、
こ
ち
ら
の
算
定

額
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

公
共
料
金
の
値
上
げ
に
は
特
に

厳
し
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
２２
年
間
、

料
金
改
定
を
せ
ず
に
や
っ
て
き
た

こ
と
は
高
く
評
価
し
て
も
ら
え
て

い
ま
す
が
、
実
際
の
料
金
算
定
は

か
な
り
低
く
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

３
町
の
調
整
で
す
が
、
合
併
直

後
は
現
状
の
ま
ま
で
、
実
際
の
料

金
の
統
一
は
平
成
１９
年
か
ら
と
な

り
ま
す
。
３
町
の
ど
こ
か
の
町
に

合
わ
せ
る
と
い
っ
た
形
で
は
な
く
、

３
町
全
体
（
新
市
）
の
経
営
状
態

を
み
た
う
え
で
の
調
整
に
な
り
、

全
体
で
の
原
価
計
算
か
ら
の
算
出

に
な
り
ま
す
。

―
料
金
算
定
に
は
人
件
費
も
含

ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
職

員
数
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

事
業
所
に
は
、
熱
量
変
更
事
業

従
事
者
、
水
道
事
業
従
事
者
も
い

ま
す
が
、
ガ
ス
事
業
会
計
で
支
出

す
る
人
件
費
は
ガ
ス
事
業
従
事
者

の
４
人
分
で
す
。

―
合
併
す
る
こ
と
で
料
金
が
上

が
る
の
で
は
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト

が
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
。

現
在
の
料
金
体
系
は
と
て
も
低

く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
計
画
ど

お
り
料
金
改
定
を
行
っ
て
も
、
ま

だ
２
町
よ
り
安
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
（
上
図
参
照
）

し
か
し
な
が
ら
、
経
営
状
況
を

考
え
れ
ば
２
町
並
み
の
料
金
設
定

か
、
そ
れ
以
上
の
料
金
設
定
が
必

要
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
る
料

金
改
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
現

在
考
え
て
い
る
料
金
改
定
の
上
げ

幅
で
は
す
ま
な
く
な
り
ま
す
。
合

併
す
る
方
が
、
事
業
規
模
が
拡
大

さ
れ
る
た
め
、
料
金
の
上
げ
幅
が

抑
え
ら
れ
ま
す
。

―
私
た
ち
消
費
者
の
立
場
か
ら

す
る
と
、
で
き
る
だ
け
経
費
を
抑

え
て
、
安
価
で
安
全
な
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
経
営
や
安
全
性
な
ど

か
ら
考
え
る
と
料
金
改
定
は
や
む

を
得
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
住
民

に
対
し
て
、
値
上
げ
以
上
の
き
め

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

―
資
源
の
活
用
の
事
業
で
す
か
ら
、
短
期
的
計
画
と
長
期
的
計
画
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
１０
年
前
の
計
画
と
現
状
は
ど
う
で
す
か
。

計
画
は
あ
く
ま
で
上
向
き
で
見
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
で
は

下
向
き
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
の
で
、
計
画
ど
お
り
に
は
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
町
の
人
口
・
戸
数
の
減
少
や
社
会
全
体
の
経
済
の
悪
化
も
絡

み
ま
す
し
、
オ
ー
ル
電
化
の
躍
進
な
ど
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
競
合
な
ど
が

影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
器
具
の
汎
用
が
可
能
と
な
る

熱
量
変
更
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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合併協定書には、合併の方式や期日、事務組織・機構、新

市建設計画など、合併協議会で協議し、とりまとめた事項が

記載されています。これから合併までの間に、あるいは新市

で調整する項目も残っていますが、これまでに確認した各種

料金・事務手続き等、住民の皆さんに関わりの深い項目を紹

介します。

協定書に記載された項目一覧

※　　　は、先月号まで紹介した項目。　　　は、今月号で紹介している項目です。

№３

１　合併の方式

２　合併の期日

３　新市の名称及び新市の事務

所の位置等

４　財産及び債務の取扱い

５　議会議員の定数及び任期の

取扱い

６　農業委員会の委員の定数及

び任期の取扱い

７　地方税の取扱い

８　一般職の職員の身分の取扱

い

９　特別職の身分の取扱い

１０　条例、規則等の取扱い

１１　事務組織及び機構の取扱い

１２　一部事務組合等の取扱い

１３　使用料、手数料等の取扱い

１４　公共的団体等の取扱い

１５　補助金、交付金等の取扱い

１６　町名・字名の取扱い

１７　慣行の取扱い

１８　国民健康保険事業の取扱い

１９　介護保険事業の取扱い

２０　電算システム事業の取扱い

２１　各種事務事業の取扱い

　（１）姉妹都市等の取扱い

　（２）広報広聴の取扱い

　（３）消防防災関係の取扱い

　（４）納税関係の取扱い

　（５）公の施設の取扱い

　（６）保健関係事業の取扱い

　（７）生活環境関係事業の取扱い

　（８）各種福祉制度の取扱い

　（９）社会福祉協議会の取扱い

　（１０）上下水道事業の取扱い

　（１１）ガス事業の取扱い

　（１２）農林水産関係事業の取扱い

　（１３）商工観光関係事業の取扱い

　（１４）建設関係事業の取扱い

　（１５）学校教育関係の取扱い

　（１６）社会教育関係の取扱い

　（１７）町立学校の通学区域の取扱

　 い

　（１８）都市計画関係事業の取扱い

２２　新市建設計画

１１…平成１７年５月号 平成１７年５月号…１０

１８人 １４人 １６人

仁賀保町　　 　　　金　浦　町　　 　　　象　潟　町　　　 　　　新　　市

２４人

市町村合併の特例に関
する法律第７条第１項
第１号の規定を適用し、
平成１８年４月３０日まで
引き続き新市の議会議
員として在任する

定　　　数

任期満了日

仁賀保町　　 　　　金　浦　町　　 　　　象　潟　町　　　 　　　新　　市

すべて新市に引き継ぎ
ます

姉妹都市・
友好都市等

・ショウニ－（米国
オクラホマ州）

・カンベタリ－博物
館（ニュージーラ
ンド）

・愛知県奈吉町
・長野県朝日村

・アナコーテス
 （米国ワシントン州）
・宮城県松島町
・東京都台東区馬道
地区町会連合会
・諸曁市
 （中国浙江省）
・シナイア市
 （ルーマニア）

３町のガス料金

仁
賀
保
町
ガ
ス
水
道

事
業
所

金
浦
町
ガ
ス
水
道

事
業
所

象
潟
町
ガ
ス
水
道

事
業
所

24,000

23,000

22,000

21,000

20,000

19,000

18,000

17,000

16,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（単位：円）

２０㎥使用の場合
６０㎥使用の場合
３００㎥使用の場合

４，４６３ ４，７０８

３，２９６

１，７６９

２，０７０

１，１７９

４，４６３ ４，７０８

３，２９６

１，７６９

２，０７０

１，１７９

１９，９２３
１８，７５５

１５，８６１１５，８６１

１７，３９０

３，９５８３，９５８

１，６６３１，６６３

最
終
的
に
は

経
済
産
業
省
が
判
断

経
費
を
抑
え
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

平成１９年８月３０日 平成１９年４月３０日 平成２０年３月３０日

※　　は、ガス事業所で算出した
　１６．７９％の値上げになった場合
　の金額

▲ガスの料金改定について話す須田所長と佐々木さん



１３…平成１７年５月号 平成１７年５月号…１２

町
で
は
、
本
年
度
新
規
事
業
と

し
て
「
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
る
た
め
、
町
内
会
や

集
落
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
あ
る

い
は
町
民
有
志
の
グ
ル
ー
プ
や
個

人
が
、
自
ら
進
ん
で
取
り
組
む
地

域
づ
く
り
事
業
を
支
援
す
る
『
象

潟
　
夢
い
き
い
き
２１
　
マ
イ
タ
ウ

ン
事
業
』
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
や
団
体
等
で
行

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事
業
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
対
し
て
助
成
金
を

交
付
し
、
地
域
の
活
性
化
や
振
興

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
既
存
要
綱
が
あ
る
事

業
は
、
そ
の
要
綱
に
従
っ
て
助
成

さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
　
事
前
に
協
議
書
を
提

出
し
、
助
成
対
象
事
業
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
の
審
査
を

受
け
ま
す
。
助
成
対
象
と
な
っ

た
と
き
、
補
助
金
等
の
交
付

申
請
書
を
提
出
。

助
成
額
　
原
則
と
し
て
事
業
費
の

２
分
の
１
以
内
の
額
（
１
千

円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で
、

交
付
限
度
額
は
５０
万
円
で
す
。

助
成
は
、
１
団
体
等
に
つ
き

年
度
内
１
回
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
町
企
画
課
企
画
係

　
　
（
☎
４３
―
７
５
１
０
）

コミュニティー事業

伝統文化、芸能の保存

特産品の開発事業

イベントの開催事業

研修、調査研究事業

町内・集落会館の新築お

よび増改築、改修

公共下水道事業、農集落
排事業の伴う町内・集落
会館の給排水接続工事

広場・遊園地の整備、町内掲示板、表示板、ゴミステーション等の

設置および修繕等のほか、域内の住民生活改善に関する事業

郷土芸能の伝承・保存、民俗行事・保存（衣装、備品の購入・修繕

を含む）

ただし、宗教に係るものは除く

特産品の試作および開発、特産品開発のための研修視察等（営業的

なものや単なる材料代は除く）

まつり、コンサート、町民スポーツ大会等（謝金、賞品代、印刷製

本費、会場使用料、備品の購入を含む

地域づくり研修会、シンポジウム、文化講演会、郷土史作成、体験

学習等（講師謝礼金、印刷製本費、会場使用料等を含む）

ただし、日常的な趣味、サークル活動に係るものは除く

テレビ、冷蔵庫等の備品は除く

バリアフリー化（段差の解消、手すりの設置、トイレ改造等）

流し台、湯沸かし器等の備品は除く

対　象　事　業　　　　　　　　　　　　具　体　的　な　内　容　等

日
時
　
５
月
２７
日
（金）
　
午
後
２
時
３０
分
〜
４
時

場
所
　
象
潟
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル
　
※
入
場
無
料

講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
常
務
理
事
　
芦
立
千
佳
子
先
生
（
仙
台
市
）

演
題
　
「
み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
　
〜
住
民
参
加
か
ら
協
働
へ
〜

問
い
合
わ
せ
先
　
町
企
画
課
企
画
係
（
☎
４３
―
７
５
１
０
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開

設
に
伴
い
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

い
ず
み
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
一
画

に
『
サ
チ
子
の
書
棚
』
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
故
横
森
サ
チ
子
さ
ん

（
鳥
屋
森
）
が
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
い
ず
み
に
託
さ
れ
た
蔵
書
で
す

が
、
こ
の
本
を
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に

も
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
、
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
た
ち
に
も
役
場
や
保
健
セ

ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
際
な
ど

気
軽
に
寄
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉

し
い
で
す
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
も
敷

か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
由
な

感
じ
で
本
を
読
め
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
本
の
整
理
中
で

す
の
で
月
曜
日
の
み
オ
ー
プ
ン

し
て
い
ま
す
。

※
開
放
時
間
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
で
す
。

▲楽しい絵本がたくさんありますよ

役
場
庁
舎

公民館

保
健
セ
ン
タ
ー

構
造
改
善

セ
ン
タ
ー Ｐ出

入
口

正面玄関

４
月
２７
日
、
象
潟
町
構
造
改
善

セ
ン
タ
ー
の
１
階
に
「
象
潟
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

旧
社
会
教
育
課
事
務
室
と
ホ
ー

ル
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
で
あ

れ
ば
、
自
由
に
利
用
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
い
ま
す
。
申
し
込

み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
も
開
放
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

開
放
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
（
こ
の
時
間
以
外

で
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
町
企
画
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
）

備
品
　
情
報
公
開
端
末
パ
ソ
コ
ン
、

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
、
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
、
湯
茶
道
具
等
を

備
え
付
け
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
先
　
町
企
画
課
企
画

係
（
☎
４３
―
７
５
１
０
）

▲事務室

ホ
ー
ル

▲

↑

至長岡至国道７号

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
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中国政府の招きで、平成８年から客員教授と

して河北大学で日本語教育の指導に務めた須田

薫さん（立石２区）に河北大学国際交流・教育

学院院長から「栄誉証」が贈られました。

河北大学への秋田県からの指導者派遣は、須

田さんから始まり、現在も続けられており、教

育を通じた日中友好の架け橋となっています。

▲表彰状が贈られた須田さん

平成１７年５月号…１４１５…平成１７年５月号

齋藤惣太郎さん
　（本郷／７８歳）

　土門　　効さん
（小砂川１区／７２歳）

須田　與彌さん
　（桜ケ丘／６７歳）

須
田
氏
は
、
昭
和
３３
年
に
象
潟
町

役
場
消
防
団
係
と
し
て
採
用
さ
れ
、

昭
和
４４
年
、
消
防
組
合
発
足
と
同
時

に
組
合
職
員
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

１０
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
４０
年
余

り
、
そ
の
お
う
盛
な
消
防
精
神
を
発

揮
し
、
消
防
業
務
の
重
責
を
担
い
、

献
身
的
に
職
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤
さ
ん
は
、
昭
和
５１
年
に
象
潟

町
議
会
議
員
に
当
選
し
て
以
来
、
７

期
２８
年
間
在
職
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
議
長
、
教
育
民
生
常
任
委
員
長
、

産
業
経
済
常
任
副
委
員
長
、
監
査
委

員
な
ど
を
歴
任
し
、
象
潟
町
の
産
業
、

教
育
、
文
化
、
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

土
門
さ
ん
は
、
昭
和
２７
年
に
上
浜

郵
便
局
に
採
用
さ
れ
、
同
３４
年
か
ら

局
長
と
し
て
、
平
成
１１
年
に
退
職
さ

れ
る
ま
で
、
献
身
的
に
職
務
に
精
励

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
３８
年
か

ら
平
成
１１
年
ま
で
の
３６
年
に
わ
た
り
、

秋
田
県
の
貯
蓄
推
進
員
と
し
て
も
活

躍
さ
れ
、
地
域
の
貯
蓄
思
想
の
普
及

に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

上浜小の全校児童が４月８日、象潟小の３年

生と上郷小の２年生が４月１３日、町内の３河川

でサケの稚魚を放流しました。

昨年秋にそ上したサケからふ化した稚魚は、

５～６ｃｍに成長。児童らは「元気に大きくなっ

て帰ってきてね」と声をかけながら放流。昨年

は例年の２倍以上にあたる約７万匹のサケがそ

上しました。これからもたくさんのサケが戻っ

てきてくれるといいですね。
▲象潟小学校（象潟川）

▲上浜小学校（川袋川）▲上郷小学校（奈曽川）

平成１７年春の叙勲で、本町からは次の３人の方がその栄誉に

輝きました。齋藤さんは今月２０日、土門さんは２３日、須田さんは

２５日に皇居で、天皇陛下のお言葉を賜ります。

受章おめでとうございます。

第１６回秋田県知事選挙が４月１７日

に投開票され、無所属で現職の寺田典

城氏が３選を果たしました。

本町では、午前７時から町内２１カ所

の投票所で一斉に投票が行われ、投票

は午後７時で締め切られました。

本町の投票率は、６７．２８％（男＝６６．

４６％、女＝６８．０１％）と前回（平成１３

年＝８０．９５％）と比べ１３．６７　下回る結

果となりました。

当　寺田　典城（６４歳・無現）

　　佐藤正一郎（５２歳・無新）

　　谷口賢一郎（５９歳・無新）

　　佐々木良一（５７歳・無新）

県全体　　象潟町

３０９，６１４票

２０４，３３２票

４９，６９３票

２８，４６７票

３，８２５票

２，２９３票

４９４票

３０１票ポイ
ント

ともや いさお そうたろう



ｖｏｌ．２６ｖｏｌ．２６

秋
田
の
湘
南
、
象
潟
。
こ
の
言
葉
の
意
味
が
、
い
ま
分
か

り
ま
す
。
現
在
私
は
、
縁
あ
っ
て
湘
南
の
藤
沢
に
住
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
二
つ
の
湘
南
に
は
、
温
暖
で
住
み
や
す
い
ほ
か

に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
結
構
あ
る
ん
で
す
よ
。
ま
ず
、
山
と

海
で
す
ね
。
鳥
海
山
に
日
本
海
、
富
士
山
に
大
平
洋
と
ス

ケ
ー
ル
こ
そ
違
い
ま
す
が
、
実
は
こ
の
よ
う
な
地
形
が
、
と

て
も
重
要
な
こ
と
と
ご
存
じ
で
し
た
か
？
山
が
悪
い
気
を
払

い
、
海
に
良
い
気
を
蓄
え
る
。
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
な
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
二
つ
の
湘
南
も
古
く
か
ら
栄
え
た
の
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
こ
に
住
む
人
の
気
質
も
似
て
い
ま
す
ね
。

と
て
も
元
気
が
い
い
。
な
の
で
私
も
す
ん
な
り
と
馴
染
む
こ

と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
、
い
ま
お
元
気
で
す
か
？
病
院
に
勤
め

て
い
る
の
で
職
業
柄
健
康
が
気
に
な
り
ま
す
。
１
年
に
１
回
、

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
病
気
は
早
く
見
つ
か
る
ほ
ど

生
存
率
が
上
が
り
ま
す
し
、
医
療
費
か
ら
の
観
点
か
ら
も
良

い
こ
と
な
の
で
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
健
康
の
定
義
を
改
正
し
ま
し

た
ね
。
初
め
て
心
の
健
康
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
心
身
が
健

や
か
で
あ
っ
て
こ
そ
、
真
の
健
康
と
言
え
る
の
で
す
。
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
、
も
う
こ
の
言
葉
も
定
着
し

ま
し
た
ね
。
し
か
し
、
こ
の
言
葉
が
輸
入
さ
れ
る
以
前
よ

り
、
象
潟
の
皆
さ
ん
は
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
な
い
で

し
ょ
う
か
。
何
も
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
今
ま
で

通
り
、
楽
し
く
健
康
に
暮
ら
し
て
い
け
た
ら
い
い
だ
け
の
こ

と
で
す
。

　齋藤　祐樹さん
（神奈川県藤沢市在住
　＝冠石下出身・３２歳）
　

ス
ロ
ー
ス
タ
イ
ル 

ａｔ 

象
潟

先月号の答え

　解答をハガキまたはファクス（４３―５７

０７）で、住所・氏名・年齢・電話番号を

明記の上、できればメッセージを添えて、

〒０１８―０１９２ 象潟町役場広報クイズ係ま

で。締め切りは５月１８日（水）の消印まで

有効。正解者の中から抽選で４人の方に

記念品をプレゼントします。発表は６月

号の紙上で。先月の当選者は次の４人の

方です。（敬称略）

辻田みさ（中橋町）、石船清二（上荒屋）、

長谷川穹（本郷）、佐々木實（本荘市）

　お姉ちゃんと一緒に

お絵書きやなわとびを

して遊ぶのが大好き

　歌やおどりが得意
なんだ。マツケンサ
ンバを上手におどれ
るよ

　池田　美優　
　（３歳・鳥の海２区）

ち　ゃ　　ん

森　　大翔　　
　　（２歳・松ケ丘）

ち　ゃ　　ん

み　ゆ

ひろき

ひろと

　４月１６日、鳥の海の公園で出会った元気いっ

ぱいに遊んでいた二人。

じょうず

え　か

あそ　　　　　　だいす

ねえ　　　　　　　いっしょ

うた　　　　　　　　　　とくい

包
丁
の
研
ぎ
師
来
て
を
り
水
温
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
田
　
信
　
子

鼠
穴
多
き
あ
ぜ
み
ち
水
ぬ
る
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
正
　
雄

菜
屑
浮
く
夕
餉
支
度
の
水
温
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
田
　
喜
代
子

水
温
む
一
家
こ
ま
め
の
農
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
千
　
美

バ
ッ
タ
ー
の
振
り
し
一
瞬
風
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
洋
　
二

飛
島
へ
か
へ
り
ゆ
く
ら
し
海
猫
ら

春
潮
け
ぶ
る
沖
空
を
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
勉

道
の
駅
い
づ
こ
も
賑
は
ふ
北
の
地
は

春
を
待
ち
ゐ
る
人
の
群
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
　
　
忠
　
子

花
の
歌
あ
ま
た
詠
み
た
る
友
病
み
て

久
し
く
逢
へ
ず
寂
し
さ
極
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
ヶ
嶺
　
好
　
子

幼
子
の
手
に
遊
ば
せ
て
風
車

子
守
り
せ
る
我
も
童
心
に
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
久
美
子

北
へ
行
く
白
鳥
の
群
ひ
と
休
み

裏
の
田
圃
に
七
十
羽
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
勝
　
子

　次の３つの問題を
解いてください。答
えは今月の広報の紙
面の内容に隠れてい
ます。

㈰４９億２，３００万円

㈪思いやりプラン

㈫１１７人

㈰象潟町・上浜村・上
郷村が合併して今年
で何年？

㈪ボランティアセン

ター内に朗読ボラン

ティアいずみでオー

プンしたのは『サチ

子の◯◯』？
㈫３小学校で川に放流
したのは何の稚魚？

平成１７年５月号…１６１７…平成１７年５月号

こ
ん
に
ち
は
、
ジ
ム
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
と
マ
ー
シ
ャ
・

ハ
ー
デ
ィ
ー
で
す
。

私
た
ち
が
象
潟
小
学
校
と
ス
ロ
ー
ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ス
ク
ー
ル
で
英
語
を
教
え
な
が
ら
、
象
潟
町
に
住

む
よ
う
に
な
っ
て
７
カ
月
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市

の
出
身
で
す
。
二
人
と
も
６０
代
前
半
で
、
結
婚
し
て
３８

年
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
に
は
、
成
人
し
た
二
人
の
子

ど
も
が
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
娘
の

ミ
ッ
シ
ェ
ル
は
独
身
で
、
息
子
の
イ
ア
ン
は
結
婚
し
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
う
ち
何
人
か
は
、
私
た
ち
を
見
か
け
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
は
町

の
中
を
散
歩
し
た
り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
し
、

プ
ー
ル
に
も
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
海
岸
の
掃
除
も

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
象
潟
町
で
の
生
活
を
と
て
も
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

石
名
坂
　
　

佐
々
木
麻
衣
子
さ
ん
（
２０
歳
）

　
　
　
―
（株）
か
く
ぜ
ん
勤
務
―
　

遠くに旅行したいな
趣味は
「友達とよく映画を観に行きます。当たり外れがある

から、たまに寝ちゃうこともあるけど」

どんな性格ですか
「いつも笑っていますね。明るい性格だって言われま

すよ。ただうるさいだけかな？」

これからしてみたいことは
「旅行かな。修学旅行以外で遠くに行ったことがこと

がないから、休みが取れたら北海道や沖縄に行ってみ

たいですね」

理想の男性のタイプは
「一緒にいて楽しい人です。いつも冗談を言って笑わ

せてくれる人がいいですね」

ま
　
い
　
こ



１９…平成１７年５月号 平成１７年５月号…１８

次
の
日
時
に
、
特
別
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
１８
日

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
　
町
公
民
館
視
聴
覚
研
修
室

◆「ゴールデンウイークの『実験教室』」
時間　１回目…午前１０時～１１時３０分

　　　２回目…午後２時～３時３０分

場所　フェライト子ども科学館

期日と内容

　　◇５月３日（火）、４日（水）、５日（木）

　　　スライムを作ろう

　　◇５月７日（土）、８日（日）

　　　マグネットピンをつくろう

参加費　無料（入館料は必要です）

問い合わせ先　フェライト子ども科学

　　　　　館（☎３２―３１５０）

◆「第２３回つつじまつり」
期間　５月８日（日）～２２日（日）

関連イベント

◇第１９回働く婦人の家　会館祭

　期日　５月８日（日）

　時間　午前１０時～午後３時３０分

　場所　鶴舞会館

◇春季盆栽展示会

　期日　５月２０日（金）午後１時～午後５時

　　　　５月２１日（土）午前９時～午後５時

　　　　５月２２日（日）午前９時～午後４時

　場所　本荘文化会館

◇本荘うどん早食い大会

　期日　５月２２日（日）

　時間　午前１１時３０分～（受付１０時～）

　場所　本荘公園正面広場

◇フリーマーケット

　期日　５月２２日（日）

　時間　午前１０時～午後２時

　場所　本荘公園正面広場

　※出店の申し込みは、５月１９日（木）まで、

　　本荘総合支所産業課（☎２４―６３４９）へ

◇ニジマスつかみ捕り

　期日　５月２２日（日）

　時間　午前１０時３０分～１１時３０分

　場所　本荘公園せせらぎ水路

　対象　小学生以下

問い合わせ先　由利本荘市観光協会本荘支

　　　　　部（☎２４―６３４９）

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

期
日
　
５
月
９
日

受
付
　
午
前
９
時
４５
分
〜
１０
時

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
健
康
体
操

▼
幼
児
健
診

受
付
　
午
後
１
時
〜
１
時
３０
分

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
４
歳
児
健
診

期
日
　
５
月
１２
日

対
象
　
平
成
１３
年
２
月
〜
４
月
生
ま

れ

▽
３
歳
児
健
診

期
日
　
５
月
１３
日

対
象
　
平
成
１４
年
２
月
〜
４
月
生
ま

れ

▽
１
歳
６
カ
月
児
健
診

期
日
　
５
月
１６
日

対
象
　
平
成
１５
年
８
月
〜
１０
月
生
ま

れ
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

精
神
障
が
い
者
の
方
と
の
交
流
を
通

し
、
精
神
障
が
い
者
の
方
が
地
域
で

い
き
い
き
と
生
活
す
る
こ
と
を
応
援

し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
た
め
の
講

座
を
５
月
か
ら
４
カ
月
間
、
月
に
１

回
開
催
し
ま
す
。
１
回
目
の
開
催
は

次
の
と
お
り
で
す
。

期
日
　
５
月
１８
日

時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
５
月

１７
日
　
ま
で
、
町
福
祉
課
保
健

係
（
☎
４３
―
７
５
０
１
）
へ

５
月
１６
日
　
〜
２２
日
　
は
「
春
季

行
政
相
談
強
調
週
間
」
で
す
。
総
務

省
で
は
、
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て

い
る
行
政
に
対
す
る
不
満
や
要
望
を

お
聞
き
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間
中
、
行
政
相
談
委
員
が
、
皆

さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
問
題
の

改
善
に
努
め
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
　
遠
藤
正
彦
さ
ん

住
所
　
小
滝
字
櫃
石
７０

　
　
　
（
☎
４４
―
２
１
０
１
）

期
間
　
５
月
１３
日
　
〜
１５
日
　

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
町
公
民
館
談
話
室

主
催
　
象
潟
町
野
草
の
会

問
い
合
わ
せ
先
　
斎
藤
菊
雄
（
☎
４３

―
４
３
４
０
）

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
た
め
の
苗
の
販

売
を
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
６
月
２
日
　
、
３
日
　
の
２

日
間

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

（
受
け
付
け
は
、
午
前
８
時
５５

分
ま
で
）

場
所
　
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー

受
講
料
　
４
　
０
０
０
円

申
込
期
間
　
５
月
１０
日
　
〜
２５
日
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
仁
賀

保
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
（
☎
３８
―
２
８
２
４
）

日
時
　
５
月
２１
日
　
　
午
前
９
時
１０

分
〜
午
後
０
時
２０
分

場
所
　
ゆ
り
養
護
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
時
は
体
育
館
）

問
い
合
わ
せ
先
　
ゆ
り
養
護
学
校
・

濱
田
（
☎
２７
―
２
６
３
１
）

旧
本
荘
市
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

「
菖
蒲
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
２０
回
目
の

開
催
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し

て
、
旧
由
利
郡
本
荘
市
の
各
町
ご
と

の
歌
詞
を
公
募
し
、
「
由
利
本
荘

し
ょ
う
ぶ
音
頭
」
を
作
成
し
ま
す
。

象
潟
町
の
自
慢
を
歌
詞
に
込
め
、
地

域
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る
明
る
く
元

気
な
歌
詞
を
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

応
募
要
領
　
◇
曲
は
従
来
の
菖
蒲
音

頭
を
使
用
◇
一
人
１
コ
ー
ラ
ス

の
採
用

応
募
方
法
　
由
利
本
荘
青
年
会
議
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル

を
送
る
か
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス

に
て
。
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い

応
募
期
限
　
５
月
２０
日
　
必
着

発
表
　
採
用
者
に
通
知
し
ま
す

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
　
〒
０
１
５

―
０
０
７
３
　
由
利
本
荘
市
笹

道
２３
　
由
利
本
荘
青
年
会
議
所

（
☎
２２
―
４
９
４
０
、
ＦＡＸ
２２
―

８
３
６
２
）

http://w
w
w
.chokai.ne.jp/

　
　
　
　
　
　
　
　yurihonjo-JC
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※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
こ
れ
ま
で
の

本
歌
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
平
成
１８
年
歌
会
始
の
お
題

　
『
笑
み
』
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
笑
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い

れ
ば
、
言
葉
の
成
り
立
ち
は
異
に

し
ま
す
が
、
「
笑
ひ
」
も
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

�
詠
進
歌
は
、
お
題
を
読
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

�
用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
）
を
横

長
に
用
い
、
毛
筆
で
自
筆
し
て
く

だ
さ
い
。

�
書
式
は
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、

左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が

な
つ
き
）
、
生
年
月
日
お
よ
び
職

業
（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）
を
縦

書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項

　
　
次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失

格
と
な
り
ま
す
。

�
お
題
を
読
み
込
ん
で
い
な
い
場
合

�
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

�
詠
進
歌
が
す
で
に
発
表
さ
れ
た
も

の
と
同
一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し

た
短
歌
で
あ
る
場
合

�
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以

前
に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
出
版

物
、
年
賀
状
な
ど
に
よ
り
発
表
し

た
場
合

�
住
所
、
氏
名
、
年
月
日
、
職
業
を

書
い
て
い
な
い
も
の
、
そ
の
他
こ

の
詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

◆
詠
進
の
期
間

　
　
お
題
発
表
の
日
か
ら
９
月
３０
日

ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消

印
が
９
月
３０
日
ま
で
の
も
の
を
有

効
と
し
ま
す
。

◆
郵
便
の
あ
て
先

　
　
「
〒
１
０
０
―
８
１
１
１
　
宮

内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進

歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
９
月
２０
日
ま
で
に
、
宮
内
庁
式

部
職
あ
て
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を

貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.kunaicho.go.jp/12/d12-

03.htm
l

）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

お
題
「
笑
み
」

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

〒
住
所
　
氏
　
名

電
話
番
号

生
年
月
日

職
業

ふ
り
が
な

〈
山
折
り
〉

書 式 図（横長）

秋田県立近代美術館で５月１４日（土）から７月３日（日）

まで開催される「ブラティスラヴァ世界絵本原画展」

の無料招待券を抽選で２名の方にプレゼントします。

ご希望の方は、広報クイズと同じ要領で『広報「きさ

かた」読者プレゼント係』までご応募ください。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

，

（月）

（月） （月）

（火）

（火）

（水）

（水）
（水）

（木）

（木）

（金）

（金）

（金）

（金）

（土）

（日）

（日）


